
 

微生物等を活用した新たな土壌病害等抑制技術の開発 
 

○実施期間：令和６～９年度 

○担当部署：病理昆虫部 

○区  分：プロジェクト（みどり戦略プロジェクト） 

 

○研究内容 

難防除土壌病害に対する防除方法は、燻蒸剤による土壌消毒が主流ですが、

使用者自身や周辺の環境への負荷が大きいため、使用量の削減が求められてい

ます。近年、各種土壌病害（トマト青枯病、ホウレンソウ萎凋病等）に対し発

病抑制効果を示す有用微生物や植物由来成分、有機化合物などが確認されつつ

あり、燻蒸剤の代替技術として期待できます。また、有機質資材や微生物資材

の中には，土壌中の微生物の多様性を高めたり，病原菌に対する拮抗微生物の

増殖を促進することによって、土壌病害の発生を抑制する効果を持つものがあ

ることが確認されています。 

そこで、本研究では、これら有用微生物や植物由来成分の機能を活かした新

たな土壌病害抑制技術を開発することを目的としています。また、土壌微生物

の多様性や種類等と、土壌病害の発生のしやすさ・しにくさの相関関係を調査

し、土壌微生物叢から見た土づくりと土壌病害抑制技術の開発も目指します。 

 


